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町指定文化財の一部を紹介します。
近所にある文化財を訪ねてみませんか？



12月定例会
令和2年度一般会計補正予算

　令和2年度一般会計補正予算は10億2,300万円を増額し、総額を157億8,200万円としました。
主なものは次のとおりです。新型コロナウイルス感染症対策臨時交付金については別途まとめました。

山の都創造ファンド事業費
309万円

移住定住支援事業補助追加分

土地借上料
406万円

「やまと文化の森」北側土地借上げ未払い
賃借料

治山事業費（自然災害復旧事業）
3,241万円

対象4件。補助率1/2～2/3

町長選挙費
299万円

国の制度改正により本年度施行開始。
詳細は14ページに掲載

浄化槽設置整備事業費

中学校教師用教科書

中央グラウンド整備及び備品購入費

清和文楽新作制作事業負担金

348万円
浄化槽設置整備補助金（8基分の追加）

748万円
Ｒ3年度開始新学習指導要領のための教
師用教科書・指導書・指導用教材の購入

（4年ごとに更新）

　その他、商工費で火伏地蔵祭り（220万
円）、観光費で清和文楽の里祭り（215万
円）の中止により、それぞれの補助金が減
額となりました。

305万円
サッカーゴール購入・グラウンド敷き均し工事

234万円

中山間地域等直接支払い制度
事業費

△3,454万円
6集落が事業継続困難となったことを含
め、協定面積の減少による減額

7月豪雨災害に伴う現年度災害復旧費
現年度農業施設災害復旧費

（農地145件、施設95件）

6億5,285万円
現年度土木施設災害復旧費

（被害申請103件）

1億6,140万円

　令和2年第4回定例会は、12月3日に開会し14日に閉
会しました。条例8件、補正予算5件、町道廃止と認定、工
事請負契約、指定管理者の指定などについて決定し、人
権擁護員の推薦について全員一致で同意しました。
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一般会計補正予算

小中学校高圧受変電設備工事
2,385万円

小中学校トイレ洋式化工事
4,401万円

（改修後の洋式化65％達成）
小中学校分散授業用通信費

186万円
小中学校修学旅行キャンセル料補助

（コロナによる計画変更に伴う費用補助）
283万円

図書館等社会教育施設備品購入費
（消毒液、サーマルスキャナー導入）

141万円

デジタル観光パンフレット等作成委託料
500万円

ジビエ工房やまと・冷蔵庫購入費
（国の認証制度を取得し販路拡大へ）

430万円

【
一
般
会
計
補
正
予
算
Ｑ
＆
Ａ
】

タブレット導入費
（議会・執行部38台・通信費等）
※16ページに詳細

職員用在宅ワーク導入費

898万円

957万円

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金事業

総額1億3,095万円

問（
矢
仁
田
）　

日
本
型
直
接
支
払

制
度
の
３
，４
５
４
万
円
の
減
額
の

理
由
は
。ま
た
、今
後
農
業
を
維
持
す

る
た
め
の
町
の
対
策
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）　

　
今
回
の
減
額
は
、協
定
面
積
の
減
少

に
よ
る
も
の
。構
成
員
の
高
齢
化
が
進

み
、今
後
５
年
間
の
活
動
維
持
が
難
し

い
た
め
と
考
え
る
。今
後
は
集
落
全
体

を
見
つ
つ
、ひ
と
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
合

わ
せ
な
が
ら
農
業
の
維
持
を
支
援
し
た

い
。問（

飯
開
）　
火
伏
地
蔵
祭
り
や
清
和

文
楽
里
祭
り
の
助
成
金
が
減
額
さ
れ

た
。他
の
使
用
は
で
き
な
かっ
た
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

　
そ
れ
ぞ
れ
祭
り
が
中
止
に
な
っ
た
の

で
減
額
と
な
っ
た
。祭
り
は
実
行
委
員

会
方
式
な
の
で
、そ
の
中
で
や
り
繰
り

し
て
頂
い
て
い
る
。ま
た
、八
朔
祭
り
に

つ
い
て
は
、大
造
り
物
の
補
修
に
当
て

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、補
助
金
を
組

み
替
え
て
助
成
し
て
い
る
。ま
だ
決
算

が
済
ん
で
お
ら
ず
今
回
の
補
正
予
算
に

は
反
映
さ
れ
な
かっ
た
。

問（
藤
川
多
）　

祭
り
の
開
催
経
費

の
助
成
に
は
目
的
が
あ
り
、八
朔
の

大
造
り
物
補
修
に
は
当
た
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）　

　
祭
り
の
実
行
委
員
会
か
ら
造
り
物

を
補
修
し
た
上
で
展
示
し
、今
後
の

誘
客
に
つ
な
げ
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

内
部
で
協
議
し
た
結
果
補
助
金
の
流

用
を
決
定
し
た
も
の
。

問（
西
田
）　
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ

ル
の
状
況
は
。

答（
学
校
教
育
課
長
）　

　
修
学
旅
行
は
、小
学
校
全
校
と
矢
部

中
は
実
施
済
み
。清
和
中
と
蘇
陽
中
は

三
学
期
に
実
施
予
定
。実
際
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
は
、矢
部
中
の
沖
縄
二
泊
三
日

か
ら
鹿
児
島
一
泊
二
日
へ
、蘇
陽
中
の
京

都
二
泊
三
日
か
ら
鹿
児
島
一
泊
二
日
へ

の
変
更
分
が
発
生
し
た
。

千寿苑整備費
矢部小学校体育館修繕費
蘇陽支所整備費

949万円
82万円

1,878万円

小中学校や公共施設のIT化と感染予防対応

経済活動の回復対応

行政と議会のデジタル化対応

避難所等施設の強靭化対応

八朔の大造り物が一堂に会した集結祭
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一　般　質　問

問
梅
田
町
長
の
１
期
４

年
の
任
期
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
僅
か
だ
が
、就

任
か
ら
今
日
ま
で
の
総

括
と
現
在
の
心
境
は
。

答（
町
長
）

　
こ
こ
ま
で
の
町
民
の

方
々
と
議
会
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

す
る
。熊
本
地
震
と
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

が
一
番
の
課
題
で
あ
っ
た

た
め
、思
う
よ
う
な
成
果

を
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
の
住
環
境
整
備
事

業
の
足
掛
か
り
と
し
て
、

若
者
向
け
住
宅
分
譲
地

（
山
都
テ
ラ
ス
）を
造
成

し
完
売
し
た
。

　
産
業
面
で
は
、様
々
な

企
業
が
山
都
町
内
で
事

業
を
開
始
し
た
り
本
社

機
能
を
置
い
た
り
し
て

く
れ
た
。ま
た
、有
機
農

業
を
核
に
し
た
農
業
振

興
、高
速
道
路
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
、新
体

育
館
の
建
設
と
い
う
プ
ロ

ジェ
ク
ト
の
計
画
が
で
き

つ
つ
あ
る
。先
の
見
え
な

い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、国
、県

と
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

問
通
潤
山
荘
と
そ
よ
風

パ
ー
ク
の
現
状
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
通
潤
山
荘
を
運
営
す

る
㈲
虹
の
通
潤
館
は
、コ

ロ
ナ
禍
で
大
変
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

社
員
一
丸
と
な
っ
て
経
営

再
建
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

売
上
向
上
、売
上
原
価

改
善
、販
売
管
理
費
の
適

正
化
、社
内
風
土
の
改
革

と
人
材
育
成
の
４
点
に

重
点
を
置
い
て
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
よ
風
パ
ー
ク
は
、10

月
に
新
た
な
指
定
管
理

者
が
決
ま
り
、10
月
31
日

に
そ
よ
風
物
産
館
の
営

業
を
再
開
し
た
。出
荷

者
協
議
会
の
組
織
化
で

出
荷
体
制
の
強
化
が
図

ら
れ
て
い
る
。レ
ス
ト
ラ
ン
、

ホ
テ
ル
に
つ
い
て
も
、準
備

が
整
い
次
第
、再
開
の
予

定
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人

募
集
も
行
わ
れ
、元
従
業

員
の
雇
用
に
つ
い
て
も
随

時
面
接
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問
熊
本
地
震
や
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
に
つ
い
て
、現
在
の
状

況
は
。

答（
建
設
課
長
・
農
林
振

興
課
長
・
学
校
教
育
課

長
・
生
涯
学
習
課
長
）

　
※
答
弁
内
容
は
表
１

藤
ふじかわ

川　憲
け ん じ

治 議員

答　�災害からの復旧・復興を最優先に取り組んできたが、就任当初か
ら掲げてきた3つのプロジェクトは、形が見えつつある。コロナ禍の
中、国・県と一体となった取組みが必要だと感じる。

梅田町長、就任から今日までの総括と
現在の心境は

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

表1　熊本地震及び豪雨災害からの復旧事業　担当課長答弁まとめ

災害項目 災害件数 復旧事業費
（千円） 竣工率

道路・橋梁 331 
3,480,000 94%

河川 195 

農地関係 1,789 4,651,900 60%

林道災害 86 394,438 100%

災害治山 14 72,666 100%

学校関係 10 101,000 100%

社会教育・体育施設 7 52,945 
令和 2 年度
で完了予定文化財・地域コミュニティー施設への補助 72 111,197 

通潤橋及び通潤用水路 1 393,231 
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来
年
６
月
ま
で
延
長
さ

れ
る（
※
1
）と
い
う
情

報
は
あ
る
が
、そ
れ
以
外

は
ま
だ
情
報
が
な
い
。町

で
は
当
面
、食
べ
行
く
券

や
山
都
町
応
援
商
品
券

の
利
用
促
進
を
図
り
な

が
ら
、直
接
給
付
の
支

援
策
に
つ
い
て
は
今
後
の

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
状

況
や
、国
・
県
の
動
向
を

見
な
が
ら
、し
か
る
べ
き

と
き
に
支
援
策
を
検
討

す
る
。

答　�11月に山都町内で新型コロナの陽性者が確認された後に、飲食業
では年末年始の予約が殆どキャンセルされており、大変危機的な状
況になりつつある。

コロナ禍で全国の倒産・廃業ペースは過去最悪
に迫る。山都町の状況はいかに

眞
ま は ら

原　 誠
まこと

 議員

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

事
業
者
支
援
策
と
し
て
、

年
度
初
期
に
予
算
化
さ

れ
た
山
都
町
し
ご
と
応

援
給
付
金
の
活
用
状
況

は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
※
答
弁
内
容
は
表
１

問
通
潤
山
荘
の
売
上
げ

の
状
況
か
ら
山
都
町
内

の
飲
食
・
宿
泊
業
の
状

況
を
推
察
し
た
い
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
※
答
弁
内
容
は
表
２

問
全
国
で
は
廃
業
・
倒

産
の
ペ
ー
ス
が
過
去
最

悪
だ
っ
た
東
日
本
大
震

災
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で

増
加
し
て
い
る
が
、山
都

町
に
お
け
る
廃
業
・
倒

産
の
リ
ス
ク
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答（
町
長
）

　
飲
食
業
を
中
心
に

様
々
な
業
種
で
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、

廃
業
や
倒
産
に
追
い
込

ま
れ
る
と
い
う
話
は
聞

い
て
い
な
い
。た
だ
、飲
食

業
に
お
い
て
は
、11
月
に

山
都
町
内
で
新
型
コ
ロ

ナ
の
陽
性
者
が
確
認
さ

れ
た
後
、年
末
年
始
の

予
約
が
殆
ど
キ
ャ
ン
セ
ル

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
危
機
的
な
状
況
下

に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は

間
違
い
な
い
と
思
っ
て
い

る
。問

国
や
県
の
経
済
施
策

の
動
向
は
。ま
た
、山
都

町
で
は
今
後
、何
ら
か
の

追
加
策
を
検
討
し
て
い

る
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
Go�

To
ト
ラ
ベル
が

一　般　質　問

表1　山都町しごと応援給付金の申請状況
業種 件数 業種 件数

飲 食 業 59 製 造 業 16
サ ー ビ ス 業 51 理 容 美 容 業 9
農 林 業 45 代 行 タ ク シ ー 業 7
建 築 業 36 観 光 業 7
小 売 業 36
合 計 266

山都町しごと応援給付金

国の持続化給付金、または熊本
県の事業継続支援金を受領した
事業者を対象に、申請に応じ1
件に10万円を交付する事業

表2　コロナ禍による通潤山荘の状況　11月末現在で比較
売上単位（千円）

宿泊 宴会 レストラン
利用者数 売上 利用者数 売上 利用者数 売上

平成27年 13,159 89,841 6,075 39,427 18,563 21,763 

令和2年 3,364 31,327 1,080 5,556 5,633 8,092 

増減 -74.4% -65.1% -82.2% -85.9% -69.7% -62.8%

売店 温泉館 全施設
利用者数 売上 利用者数 売上 利用者数 売上

平成27年 3,921 5,822 34,714 12,569 76,432 169,422 

令和2年 3,183 3,482 19,267 9,966 32,527 58,423 

増減 -18.8% -40.2% -44.5% -20.7% -57.4% -65.5%

※1　本稿編集の1月下旬現在では、GoToトラベルは
2月7日まで一時停止の状態
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問
国
や
県
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
踏
ま
え
、町
独
自

の
予
防
な
ど
の
対
策
は

ど
う
なっ
て
い
る
か
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　
人
と
の
接
触
を
減
ら

し
、周
知
す
る
有
効
な
方

法
と
し
て
、防
災
行
政
無

線
、ホ
ー
ム
ペー
ジ
、町
広

報
紙
に
て
、最
新
の
感
染

状
況
や
知
見
に
基
づ
い

た
情
報
を
周
知
し
て
い
る
。

町
ホ
ー
ム
ペー
ジ
で
は
感

染
状
況
や
感
染
防
止
対

策
な
ど
の
情
報
と
支
援

制
度
な
ど
を
、毎
週
火
曜

日
に
公
表
さ
れ
る
県
の

リ
ス
ク
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
更
新
し
て
い
る
。同
様

に
防
災
無
線
で
も
最
新

の
情
報
を
放
送
し
て
い
る
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
町
で
は
、国
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
、地
域
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

の
取
組
を
支
援
し
て
い
る
。

山
都
食
べ
行
く
券
、山
都

町
応
援
商
品
券
や
、失
業

者
支
援
給
付
金
、子
育

て
世
帯
支
援
金
、そ
の
他

様
々
な
支
援
制
度
を
設

け
て
、町
民
の
生
活
支
援
、

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
る
。ま
た
、国
や
県
で
も

貸
付
け
、猶
予
、減
免
、給

付
、補
助
な
ど
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
様
々
な
支
援
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。「
広
報
や
ま

と
12
月
号
」に
て
、感
染

防
止
対
策
と
併
せ
て
支

援
の
内
容
、問
合
せ
先
な

ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

問
施
設
の
コ
ロ
ナ
対
策

費
を
補
助
す
る
制
度
も

あ
る
が
、飲
食
業
な
ど
来

客
自
体
が
な
く
な
っ
て
い

る
業
種
で
は
売
上
は
回

復
せ
ず
、生
活
困
窮
に

陥
っ
て
い
る
事
業
者
も
あ

る
と
聞
く
。国
の
支
援

策
へ
の
上
乗
せ
で
も
い
い
、

財
源
も
コ
ロ
ナ
対
策
交

付
金
だ
け
で
な
く
、一
般

財
源
か
ら
で
も
町
単
独

の
支
援
策
を
打
ち
出
し

て
、「
町
民
生
活
を
支
援

す
る
」と
い
う
気
持
ち
を

示
さ
な
い
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
し
ご
と
応
援
給
付
金
、

失
業
者
支
援
給
付
金
、食

べ
行
く
券
、山
都
町
応
援

商
品
券
な
ど
、八
つ
の
事

業
で
、収
益
の
減
少
し
た

業
種
へ
の
支
援
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
き
た
。持

続
化
給
付
金
等
の
申
請

サ
ポ
ー
ト
相
談
や
、緊
急

個
別
相
談
会
を
開
催
し
、

事
務
手
続
き
の
支
援
も

行
っ
て
い
る
。町
独
自
の

支
援
策
に
つ
い
て
は
、今

後
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
状

況
、国
、県
の
動
向
を
見

な
が
ら
し
か
る
べ
き
と
き

に
支
援
を
検
討
し
た
い
。

一　般　質　問

興
こうろぎ

梠　 誠
まこと

 議員

答　�しごと応援給付金という直接給付の事業も含め、これまでに様々
な支援策を展開してきた。今後コロナ感染拡大の状況、国、県の動
向を見ながら、しかるべき時に更なる支援を検討する。

コロナ対策施設改修を補助しても、来客がなけ
れば事業の支えにならない。抜本的な支援を

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

山都町ホームページ内の新型コロナ関連情報
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一　般　質　問

答　�野菜の集荷場や大規模な製材所がある清和地区には、産業振興
の観点からもインターチェンジが必要だと感じている。

九州中央自動車道、重要な観光拠点の文楽館が
ある清和地区にもインターチェンジを設置すべき

藤
ふじさわ

澤　和
か ず お

生 議員

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

問
九
州
中
央
自
動
車
道
、

矢
部
イ
ン
タ
ー（
仮
称
）

ま
で
の
工
事
の
進
捗
状

況
、開
通
ま
で
の
見
通
し

は
。

答（
町
長
）

　
九
州
整
備
局
長
の
話

で
は
、橋
梁
に
つ
い
て
は

残
り
一つ
と
の
こ
と
。ま

た
、熊
本
河
川
国
道
事

務
所
長
か
ら
は
予
算
的

な
措
置
は
現
状
で
十
分

と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ

て
お
り
、開
通
時
期
の
正

式
な
発
表
は
な
い
が
、来

年
度
の
開
通
を
希
望
し

て
い
る
。

問
清
和
文
楽
邑
周
辺
は

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
機
能
と

な
る
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い

る
た
め
、清
和
に
も
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答（
町
長
）

　
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の

野
菜
集
荷
場
が
近
く
に

あ
る
こ
と
や
、全
国
に

材
木
を
発
送
し
て
い
る

大
き
な
製
材
所
も
あ
り
、

産
業
振
興
の
観
点
か

ら
も
、清
和
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
元
の
方
々
と
共
に
機

運
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

問
清
和
文
楽
と
い
う
伝

統
芸
能
を
、ぜ
ひ
と
も
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称

に
入
れ
て
も
ら
い
た
い
が
、

決
定
ま
で
の
手
順
は
。

答（
建
設
課
長
）

　
国
か
ら
町
へ
名
称
の

意
見
照
会
が
あ
り
、町

か
ら
の
回
答
を
受
け
て
、

国
が
熊
本
県
へ
再
度
意

見
照
会
を
行
う
。熊
本

県
か
ら
の
回
答
を
受
け

て
、国
が
名
称
を
決
定

す
る
。

　
山
都
中
島
西
イ
ン

タ
ー
の
場
合
、町
か
ら
の

意
見
提
出
か
ら
約
１
年

半
で
名
称
決
定
さ
れ
た
。

な
お
、城
原
と
北
中
島

に
建
設
中
の
イ
ン
タ
ー

に
つ
い
は
、ま
だ

意
見
照
会
が
な

い
の
で
、名
称

決
定
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
は

不
明
。

問
清
和
文
楽

邑
に
お
け
る
、

翁
橋
と
駐
車
場

ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

答（
山
の
都
創

造
課
長
）

　
道
の
駅
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス

は
、繁
忙
期
に

は
第
２
駐
車
場

や
施
設
内
の
芝

生
広
場
ま
で
活

用
し
て
、駐
車
場
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。矢
部
イ

ン
タ
ー
の
開
通
に
伴
い
、

清
和
、蘇
陽
方
面
に
向

か
う
車
が
増
大
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

対
策
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。場
所
の
選

定
で
文
楽
の
里
協
会
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。翁

橋
に
つ
い
て
は
、建
設
費

に
多
額
の
費
用
が
か
か

る
た
め
優
先
順
位
が
低

か
っ
た
が
、現
在
、橋
の

大
き
さ
を
小
規
模
に
設

定
し
、工
法
も
含
め
て

安
価
に
で
き
る
方
法
を

検
討
し
て
い
る
。

道の駅清和文楽邑の全景写真（2010年撮影）
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問
新
八
代
屋
を
中
心
と

し
た
歴
史
あ
る
街
並
み

を
持
ち
、幣
立
神
宮
、蘇

陽
峡
、そ
よ
風
パ
ー
ク
と

い
っ
た
観
光
資
源
を
近

隣
に
も
つ
馬
見
原
は
、限

り
な
い
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。馬
見
原
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
馬
見
原
で
は
、モ
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
や
火
伏
地
蔵

祭
、落
語
会
な
ど
様
々
な

イ
ベン
ト
に
よ
る
観
光
客

の
呼
び
込
み
手
段
が
定

着
し
て
お
り
、幣
立
神
宮
、

服
掛
松
キ
ャ
ン
プ
場
、蘇

陽
峡
、そ
よ
風
パ
ー
ク
な

ど
と
の
相
互
波
及
が
集

客
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。全

国
か
ら
幣
立
神
宮
を
目

指
す
人
た
ち
を
、馬
見
原

商
店
街
や
他
の
施
設
に

誘
導
す
る
方
策
を
、馬
見

原
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

と
共
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
道
の
駅
清
和
文
楽
邑

内
の
郷
土
料
理
館
の
屋

根
は
、テ
ン
ト
で
覆
わ
れ

た
構
造
だ
が
、夏
は
暑

く
、冬
は
寒
く
、結
露
で

水
滴
が
雨
の
よ
う
に
落

ち
る
と
い
う
こ
と
で
、改

善
の
要
望
が
出
て
い
る
。

対
応
状
況
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
５
年
ほ
ど
前
に
熊

本
県
の
建
築
課
と
共
に

様
々
な
改
善
方
法
を
検

討
し
た
が
、対
策
が
見
出

せ
て
い
な
い
。夜
間
、暖
房

で
内
側
に
水
滴
が
つ
か
な

い
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
が
経
済
的
で
は
な

く
、で
き
る
だ
け
早
期
に

改
善
で
き
る
方
向
性
を

示
し
て
い
き
た
い
。

問
も
う
何
年
も
前
か
ら

上
が
っ
て
い
る
要
望
。雨

漏
り
が
ひ
ど
い
と
こ
ろ
に

は
鍋
が
置
い
て
あ
る
。客

を
受
け
入
れ
た
い
が
こ

の
状
況
で
は
と
従
業
員

も
嘆
い
て
い
る
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
も
う
一
度
、施
設
を
確

認
し
て
、早
急
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
岩
尾
城
跡

に
は
、現
在
、竹
、

雑
木
が
多
数

茂
っ
て
い
る
が
、

通
潤
橋
の
景
観

を
生
か
す
た
め

に
も
、岩
尾
城

の
整
備
が
必
要

だ
。ま
た
、山
城

の
復
元
は
で
き

な
い
も
の
か
。

答（
生
涯
学
習

課
長
）

　
岩
尾
城
は
、

石
垣
の
な
い
土

づ
く
り
の
城
な

の
で
、そ
の
特
徴
が
よ
く

見
え
る
適
度
な
伐
採
や

枝
打
ち
を
中
心
と
す
る

整
備
が
望
ま
し
い
。専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
、地

権
者
の
同
意
を
得
な
が

ら
、整
備
を
図
る
必
要
が

あ
る
。復
元
に
つ
い
て
は
、

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

を
行
う
必
要
が
あ
る
。現

地
に
は
、く
る
わ
と
言

わ
れ
る
区
画
さ
れ
た
平

た
ん
地
や
自
然
の
山
を

削
っ
た
堀
切
跡
が
あ
り
、

そ
の
遺
構
が
分
か
る
。城

内
の
主
要
部
の
範
囲
を

限
定
し
、発
掘
調
査
を
経

て
、復
元
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。

一　般　質　問

飯
はんがい

開　政
まさとし

俊 議員

答　�岩尾城は石垣のない土づくりの城。その特徴がよく見える適度な
伐採や枝打ちを中心とする整備が望ましい。復元は調査発掘をし
ながら進める必要がある。

通潤橋の景観の向上には、岩尾城跡の整備が
必須。山城の復元も視野に入れては

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

通潤橋に隣接する岩尾城跡
阿蘇家が拠点としていた浜の館を守るために築城された、山城跡。普段人は住んでお
らず、戦いになると防衛の拠点となった。
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一　般　質　問

答　�県との協定や計画に基づき進めていたが、災害復旧を優先したた
め遅れている。今後、計画に則って進めて行く。

通潤橋周辺には、重要文化的景観、
世界かんがい遺産を説明する看板が必要だ

吉
よしかわ

川　美
み か

加 議員

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

問
県
内
小
学
校
の
社

会
科
見
学
旅
行
の
増
加
、

観
光
バ
ス
の
大
型
化
で
、

シ
ー
ズ
ン
中
は
円
形
分

水
の
駐
車
場
が
過
密
状

態
で
あ
る
。雨
の
日
は
ぬ

か
る
み
、晴
れ
た
日
に
は

埃
が
舞
い
上
が
り
ご
近

所
に
も
迷
惑
な
状
態
で

は
な
い
の
か
。状
況
改
善

の
対
応
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
駐
車
場
整
備
に
つ
い

て
は
、通
潤
橋
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
反
省
会
の
中

で
も
指
摘
が
出
た
。地

権
者
か
ら
は
舗
装
の
許

可
を
頂
い
た
の
で
、予
算

が
確
保
出
来
た
ら
前
進

し
た
い
。

問
通
潤
橋
周
辺
の
看
板

整
備
が
十
分
で
は
な
い

と
感
じ
る
。重
要
文
化

的
景
観
の
指
定
を
受
け

て
い
る
こ
と
や
世
界
か
ん

が
い
遺
産
に
つ
い
て
説
明

す
る
看
板
が
全
く
無
い
。

看
板
設
置
の
必
要
性
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）

　
同
地
域
一
帯
は
、県
有

公
園
と
な
っ
て
お
り
、整

備
に
関
す
る
協
定
書
に

看
板
設
置
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
が
、実
施
に
当

た
っ
て
は
、『
重
要
文
化

的
景
観
、通
潤
用
水
と

白
糸
台
地
整
備
活
用
計

画
』に
基
づ
い
て
行
っ
て

お
り
、現
在
５
カ
所
設

置
し
て
い
る
。地
震
後
、

復
旧
を
最
優
先
に
し
た

た
め
設
置
が
遅
れ
て
い

る
が
、今
後
は
計
画
に

則
っ
て
進
め
て
い
く
。道

の
駅
付
近
に
重
要
文
化

的
景
観
と
世
界
か
ん
が

い
遺
産
が
分
か
る
よ
う

な
看
板
の
設
置
を
考
え

て
い
る
。

問
通
潤
橋
の
上
は
今
後

渡
れ
る
よ
う
に
な
る
の

か
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）

　
４
年
ぶ
り
に
放
水
再

開
し
た
が
、ま
だ
上
を
歩

け
る
状
態
に
は
無
い
。石

垣
崩
落
の
事
態
を
踏
ま

え
、安
全
対
策
が
確
立

す
る
ま
で
は
禁
止
し
て

い
る
。橋
に
転
落
防
止

柵
な
ど
の
直
接
的
な
工

事
は
で
き
な
い
た
め
、今

後
は
ソ
フ
ト
面
で
の
安

全
対
策
を
講
じ
た
い
。通

潤
橋
の
価
値
や
重
要
性

を
よ
り
効
果
的
に
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
、有

料
ガ
イ
ド
と
同
伴
で
渡

る
と
い
う
方
向
で
、関
係

各
所
と
相
談
し
て
い
き

た
い
。

問
通
潤
橋
の
他
に
も
、

町
指
定
の
文
化
財
が

１
０
０
件
以
上
あ
る
。

町
指
定
文
化
財
や
銘
木

に
つ
い
て
は
、地
域
に
管

理
を
任
せ
て
あ
る
の
か
、

文
化
財
保
護
委
員
の
仕

事
は
何
か
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）

　
文
化
財
保
護
委
員
は
、

山
都
町
文
化
財
保
護
条

例
に
基
づ
き
９
名
い
る
。

年
３
回
程
度
、委
員
会

を
開
催
し
、文
化
財
の

指
定
・
解
除
に
関
わ
る

協
議
や
、文
化
財
保
護

事
業
への
意
見
を
も
ら
っ

て
い
る
。標
柱
や
看
板
に

は
腐
食
し
た
も
の
も
あ

り
、標
柱
は
、年
二
、三
か

所
の
更
新
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
は
地
元
の
要
望
も

あ
り
笹
原
川
の
石
堰
の

標
柱
を
更
新
し
た
。

円形分水駐車場
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問
Ｊ
Ｒ
Ｅ
山
都
高
森
太

陽
光
発
電
所
の
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
工
事
は
現
在
約
25
％

の
状
況
。調
整
池
、排
水

溝
の
土
木
工
事
、架
台
の

組
み
立
て
、パ
ネ
ル
設
置
、

電
気
配
管
等
の
工
事
を

し
て
い
る
。

問
現
場
は
広
大
な
敷
地

面
積
で
傾
斜
も
あ
り
、雨

に
よ
る
水
害
が
懸
念
さ

れ
る
。調
整
池
の
役
割
と
、

そ
の
構
造
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
の
設

置
で
衰
退
す
る
山
林
の

保
水
能
力
や
土
砂
災
害

を
防
ぐ
機
能
の
補
填
の

た
め
に
調
整
池
が
設
置

さ
れ
る
。調
整
池
に
貯
水

さ
れ
た
雨
水
等
は
、調
整

池
の
放
流
調
整
板
で
流

量
を
制
限
し
な
が
ら
下

流
に
流
す
。調
整
池
の
完

成
は
来
年
の
春
か
ら
夏

に
か
け
て
の
予
定
で
、そ

の
間
は
濁
水
流
出
防
止

の
た
め
に
幾
つ
も
の
仮
設

沈
砂
池
が
設
け
ら
れ
る
。

問
工
事
開
始
か
ら
現
在

ま
で
、下
流
域
へ
及
ぼ
し

た
被
害
と
そ
の
対
処
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
６
月
か
ら
７
月
の
豪

雨
に
お
い
て
、神
働
川
水

系
の
河
川
で
泥
水
が
流

れ
て
い
る
と
の
報
告
を

受
け
、河
川
の
濁
水
、泥

水
が
田
ん
ぼ
に

流
入
し
て
い
る

状
況
を
確
認
し

た
。こ
の
状
況

は
数
回
発
生
し

て
お
り
、う
ち

１
件
は
、倒
木

等
で
塞
が
っ
た

河
川
の
応
急

工
事
が
原
因
で

あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
が
、ほ

か
の
事
案
に
つ

い
て
は
原
因
が

特
定
で
き
て
い

な
い
。事
業
者

に
対
し
状
況
を

説
明
、工
事
の
安
全
管

理
体
制
の
徹
底
、現
場
の

確
認
を
お
願
い
し
、そ
の

後
、定
期
的
に
周
辺
を
見

回
っ
て
も
ら
っ
た
。ま
た
、

住
民
の
工
事
に
対
す
る

不
安
や
問
題
が
生
じ
た

時
の
速
や
か
な
対
応
の

た
め
に
、住
民
の
代
表
者

と
事
業
者
の
間
で
連
絡

先
の
交
換
を
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。町
と
し
て
は
、警

報
級
の
雨
量
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
現
場
確

認
を
行
い
、ま
た
地
域
住

民
か
ら
提
供
さ
れ
た
情

報
も
活
用
し
な
が
ら
、現

場
の
状
況
把
握
に
努
め

て
い
く
。

問
生
態
系
の
乱
れ
、魚

が
い
な
く
な
っ
た
と
い
う

話
も
聞
い
て
い
る
。地
元

住
民
と
業
者
と
役
場
に

よ
る
会
合
の
内
容
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
最
近
で
は
11
月
６
日

に
会
合
が
開
か
れ
た
。事

業
者
も
参
加
し
、今
ま
で

の
不
信
感
も
含
め
て
意

見
交
換
が
な
さ
れ
、地
区

住
民
に
は
協
定
書
の
内

容
を
把
握
し
た
い
と
い
う

希
望
が
強
く
あ
っ
た
た
め
、

事
業
者
と
地
区
の
当
事

者
の
同
意
を
経
て
協
定

書
の
内
容
を
確
認
し
た
。

ま
た
、代
表
者
と
の
連
絡

体
制
も
確
認
し
た
。

一　般　質　問

藤
ふじかわ

川　多
た み

美 議員

答　�6～7月の豪雨において、神働川水系の河川で泥水が流れた。一
件を除いては原因が特定できておらず、業者には周辺見回りを強
化してもらっている。

JREの太陽光発電所工事で
下流域に及ぼした被害と、その対処は

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

JRE太陽光発電建設現場の様子

10議会だより「山都」 第39号



一　般　質　問

答　�親族などによる保護が難しい場合は児童相談所が対応する。親族
間であらかじめ話し合っておくことが重要。

独り親家庭で保護者が感染したときの支援は

西
に し だ

田　由
ゆ み こ

未子 議員

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

問
感
染
者
へ
の
差
別
の

な
い
、安
心
し
て
療
養
が

で
き
る
町
で
あ
る
た
め

に
取
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　
感
染
症
法
第
４
条
国

民
の
責
務
の
中
に
、国

民
は
感
染
症
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
持
ち
、そ

の
予
防
に
必
要
な
注
意

を
払
う
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、感
染
症
の
患

者
等
の
人
権
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
記
載
し
て
あ
る
。正

し
い
知
識
、正
し
い
行
動

の
た
め
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
、防
災
無

線
等
で
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

問
感
染
し
た
、あ
る
い
は

濃
厚
接
触
者
と
し
て
検

査
を
受
け
た
り
自
宅
待

機
と
な
っ
た
り
し
た
場

合
、休
業
補
償
や
税
の

猶
予
な
ど
が
あ
る
と
思

う
が
、詳
し
い
説
明
を
お

願
い
し
た
い
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
※
答
弁
内
容
は
表
１

問
独
り
親
家
庭
で
保
護

者
が
感
染
し
た
と
き
の

子
ど
も
た
ち
や
、自
宅
で

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

が
感
染
し
た
場
合
の
要

介
護
者
へ
の
支
援
は
ど

う
なっ
て
い
る
か
。

答（
福
祉
課
長
）

　
感
染
者
の
同
居
家
族

は
濃
厚
接
触
者
と
し
て

検
査
を
受
け
る
可
能
性

が
高
く
、陰
性
で
あ
っ
て

も
約
２
週
間
は
経
過
観

察
と
し
て
自
宅
待
機
と

な
る
。子
ど
も
の
い
る
家

庭
で
保
護
者
が
入
院
し

た
と
き
は
、保
護
者
に

代
わ
り
親
族
な
ど
が
子

ど
も
の
養
育
や
健
康
管

理
を
行
う
こ
と
に
な
る

が
、親
族
な
ど
に
よ
る

保
護
が
難
し
い
場
合
は

児
童
相
談
所
が
対
応
す

る
。保
健
所
が
ケ
ー
ス
に

合
わ
せ
て
対
応
を
判
断

す
る
。子
ど
も
の
預
け
先

を
ど
う
す
る
か
な
ど
、親

族
間
で
あ
ら
か
じ
め
話

し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
重

要
。ま
た
、保
護
者
が
濃

厚
接
触
者
と
な
っ
た
場

合
、約
２
週
間
、外
出
で

き
な
い
の
で
、食
料
品
や

日
用
品
な
ど
を
運
ん
で

く
れ
る
人
の
確
保
も
必

要
。在
宅
介
護
の
家
庭
で

介
護
者
が
入
院
し
た
場

合
、同
居
家
族
、要
介
護

者
は
濃
厚
接
触
者
と
な

る
可
能
性
が
高
く
、検

査
結
果
が
陰
性
で
あ
っ

て
も
約
２
週
間
は
経
過

観
察
と
な
る
。介
護
者
不

在
の
ま
ま
自
宅
で
生
活

を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

介
護
の
内
容
や
必
要
度

な
ど
は
一
人
一
人
異
な
る

た
め
、担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
事
前
に
十
分

に
相
談
し
、調
整
を
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
。

表1　新型コロナウイルス感染者に対する休業補償などの内容
条件 対象者 内容 備考

感
染
が
業
務
に
起
因

労災保険に加入

感染者

療養補償

受診料無料 指定外医療機関受信の場合は
後日全額支給

休業補償 休業4日目から対象 
給付基礎日額の8割

感染者遺族
療養補償

遺族補償年金
遺族補償一時金

被用者保険に加入 感染者 傷病手当金 要件を満たす必要あり

国民健康保険加入
感染者 傷病手当金 新型コロナウイルス感染症に限り

濃厚接触者 傷病手当金 症状があれば、受給の対象にな
る場合がある

業
務
に
起
因
し
な
い

労災保険に加入 なし なし
被用者保険に加入 感染者 傷病手当金 要件を満たす必要あり

国民健康保険加入
感染者 傷病手当金 新型コロナウイルス感染症に限り

濃厚接触者 傷病手当金 症状があれば、受給の対象にな
る場合がある
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一　般　質　問

問
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い

て
、電
柵
や
フェン
ス
な
ど

の
補
助
金
に
は
、１
人
で

も
申
請
で
き
る
よ
う
に
な

り
申
込
み
が
増
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、予
算
は
足
り

て
い
る
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
被
害
防
止
対
策
と

し
て
、町
単
独
事
業
と

国
庫
補
助
事
業
で
対

応
し
て
い
る
。Ｈ
30
年

度
は
、１
０
３
件
、１
︐

０
９
１
万
５
千
円
。令

和
元
年
度
は
１
１
９
件
、

１
︐２
１
７
万
７
千
円
で

あ
っ
た
。予
算
に
つ
い
て

は
前
年
度
の
実
績
状
況

に
基
づ
き
計
上
し
て
い
る
。

今
年
度
当
初
予
算
で
は
、

１
︐０
０
０
万
円
、９
月

の
補
正
で
３
７
０
万
円

を
増
額
し
た
。鳥
獣
被
害

で
生
産
者
の
意
欲
低
下

を
防
ぐ
た
め
に
も
、被
害

防
除
に
取
り
組
む
生
産

者
と
意
見
交
換
な
ど
し

な
が
ら
、対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

問
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭

数
は
増
加
す
る
一
方
だ
が
、

猟
師
も
高
齢
化
し
て
お

り
後
継
者
不
足
も
課
題

だ
。若
者
へ
の
啓
発
も
必

要
で
は
な
い
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
現
在
、
有
害
獣
捕

獲
隊
２
８
７
名
。
銃

猟
が
９
９
名
、罠
猟
が

２
４
８
名
。昨
年
の
捕

獲
数
は
６
︐４
６
８
頭
で

あ
っ
た
。捕
獲
隊
員
の
数

は
横
ば
い
平
均
66
歳
。新

規
は
減
少
し
て
い
る
。昨

年
は
12
名
で
平
均
52
歳

で
あ
っ
た
。一
人
当
た
り

１
万
円
の
補
助
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、有
害
鳥
獣

の
捕
獲
に
つ
い
て
の
講
演

等
も
続
け
て
い
る
。捕
獲

に
当
た
る
方
々
の
苦
労

や
、イ
ノ
シ
シ
等
の
生
息

環
境
な
ど
を
多
く
の
住

民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
と
考
え
、今
後
も

啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

県
内
の
活
動
者
と
の
情

報
共
有
も
進
め
て
い
く
。

問
若
い
女
性
が
免
許
を

取
っ
た
。し
か
し
、捕
っ
た
後

の
処
理
が
大
変
だ
。動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
の
エ
サ
に
利

用
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
捕
獲
後
の
処
理
に
つ
い

て
は
、埋
設
等
労
力
も
わ

か
る
。他
の
自
治
体
の
処

理
法
等
も
参
考
に
し
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
。

問
早
急
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。ハ
ン
タ
ー
育
成
に

つ
い
て
は
、地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
町
の
任
用
職

員
と
し
て
雇
う
考
え
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
以
前
、ジ
ビ
エ
工
房
で

協
力
隊
に
働
い
て
も
ら
っ

た
。現
在
は
鹿
肉
で
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
を
商
品
化
し
て

い
る
。今
後
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
参
考
に
し
た
い
。

問
最
近
で
は
、罠
の
Ｉ
Ｔ

化
も
進
ん
で
い
る
。こ
の

問
題
は
危
機
感
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

答（
町
長
）

　
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

朝
の
散
歩
で
日
常
的
に

シ
カ
と
出
会
う
。ジ
ビ
エ

工
房
で
は
、良
い
個
体
で

な
け
れ
ば
引
き
取
ら
な

い
の
で
、猟
師
へ
の
負
担

は
大
き
い
と
思
っ
て
い
る
。

一　般　質　問

矢
や に た

仁田　秀
ひでのり

典 議員

答　�捕獲に当たる方々の苦労や、イノシシ等の生息環境などを多くの住民
に知ってもらうことが必要と考える。今後も啓発を進めていく。

猟師の高齢化で後継者不足が大きな課題だが、
若者への啓発も必要ではないか

他の質問はこちらの動画
からご確認頂けます。

鳥獣害対策の実証実験をするドローン
（テラドローン株式会社のWebサイトより）
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指定管理者の指定

指定管理者の指定

公の施設名称 指定管理者名 委託料
提案価格 基準価格 評価のポイント

青葉瀬
交流促進施設

青葉瀬管理組合
組合長　渡辺民雄 3,642千円 3,642千円

◦これまでの管理経験
◦熱意をもって協力して取り組む姿勢
◦SNSを活用した情報発信
◦労務環境改善による後継者づくり

公の施設名称 指定管理者名 委託料
提案価格 基準価格 評価のポイント

井無田高原
キャンプ場

山都町FMI井無田
高原キャンプ場
理事長　原田茂

1,792千円 1,812千円

◦これまで地域の施設として奉仕的
な姿勢で運営
◦多くの利用客を確保
◦施設の良好な維持管理
◦周辺資源を生かした様々な企画

問
昨
年
の
死
亡
事
故
に
つ
い

て
遺
族
と
の
係
争
は
な
い
か
。

答
遺
族
の
来
町
と
再
発
防

止
の
お
願
い
は
あ
っ
た
。係
争

に
な
る
状
況
で
は
な
い
。

問
町
へ
の
事
故
経
緯
の
正
式

な
報
告
は
あ
っ
た
か
。

答
事
故
発
生
時
刻
、通
報
者
、

救
出
状
況
、葬
儀
等
へ
の
出

席
者
の
説
明
。

問
青
葉
瀬
管
理
組
合
が
積

極
的
に
応
募
さ
れ
た
の
か
。

答
組
合
へ
の
応
募
依
頼
等
は

し
て
い
な
い
。累
積
債
務
約

70
万
円
を
解
消
す
る
意
欲

は
見
ら
れ
る
。

問
選
定
理
由
の
奉
仕
的
な
姿
勢

と
は
何
か
。対
価
を
支
払
う
べ
き

で
は
。

答
地
元
自
治
振
興
区
で
、フ
ッ
ト

パ
ス
コ
ー
ス
の
案
内
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
実
施
。人
的
協
力
は

奉
仕
で
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。問経

営
の
中
身
ま
で
町
は
把
握

し
て
お
く
べ
き
で
は
。民
有
地
が

キ
ャ
ン
プ
場
の
一
部
に
あ
る
の
で

は
。貯た

め

池
の
運
用
は
。

答
毎
年
の
総
会
後
に
決
算
報
告

は
受
け
て
い
る
。指
定
管
理
者
が

個
人
か
ら
借
用
し
て
い
る
土
地

が
あ
る
。貯た

め

池
の
外
来
生
物
の
駆

除
を
行
っ
て
い
る
。

　公の施設、「緑仙峡フィッシングパーク」も同期間に公募されたが応募がなかった。現管理者からは
高齢化で人手が確保できないと聞く。地元の自治組織や有志等で対応されてきた指定管理制度も
限界に来ている。民間活力を利用して施設の目的を実現させるためには、若者が起業家として挑戦で
きるように、たとえば運営が軌道に乗れば施設を売買譲渡できるなど、要綱の大胆な見直しを協議し
ていく必要があるのではないだろうか。

　今定例会において、年度末で管理指定が満了となる下記の2施設について、管理者の指定を決定しました。
　なお、両施設の指定期間は、令和3年4月1日から令和８年3月31日までとなります。

青葉瀬交流促進施設

久しぶりに全面凍結した井無田キャンプ場の貯
ため

池
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条例一部改正・制定

条例の一部改正・制定

公職選挙法の一部改正の概要

【山都町報酬及び費用弁償条例の一部改正】
（概要）専門有識者（弁護士、医師、大学教授等）を特別職の非常勤職員として任用する場合の報酬につ

いて、実勢や他の自治体の例を参考にして、今回改めて定めるものです。

【山都町国民健康保険税条例の一部改正】
（概要）令和3年1月1日施行の個人所得課税の見直し（給与所得控除や公的年金等控除から基礎控除

へ10万円の振替等）に伴い、国民健康保険税の軽減判定基準を見直す必要があります。

【山都町一般住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正】
（概要）熊本県が美里町に建設した木造応急仮設住宅を山都町長原

へ移築することに伴い、町営の一般住宅として管理するため改
正する必要があります。

【山都町教育特区学校審議会条例の一部改正】
（概要）山都町教育特区学校審議会委員に専門有識者等の人材を加え、本審議会の充実を図るものです。

【山都町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の一部改正】
（概要）厚生労働省令の改正に伴い、居宅介護支援事業所における主任介護支援専門員の取扱いにつ

いて、必要な条例の改正を行うものです。

【山都町地域経済索引事業の促進に係る固定資産税の免除に関する条例の一部改正】
（概要）総務省令の改正に伴い、必要な条例の改正を行うものです。

【山都町税外収入金に係る督促手数料及び延滞金徴収に関する条例等の一部改正】
（概要）地方税法の特例基準割合に関する用語等の見直しに伴い、関係条例を整理するものです。

【山都町議会議員及び山都町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定】
（概要）町村における選挙環境の改善を図るために公職選挙法が改正されたことに伴い、選挙公営の範

囲拡大に伴い必要な条例を制定する必要があります。（内容を下段にて説明）

　公職選挙法の一部を改正する法律が令和2年6月12日に公布されました。山都町において執行する
選挙に関する主な改正内容は以下のとおりです。　　　　　　　　＜施行日：令和2年12月12日＞

1．町村議会議員選挙及び町村長選挙における選挙公営の拡大
　　　①選挙運動用自動車の使用
　　　②選挙運動用ビラの作成                 （公営対象）
　　　③選挙運動用ポスターの作成

2．町村議会議員選挙におけるビラ配布（上限枚数：1600枚）
　　　①ビラの種類：2種類以内
　　　②規　　  格：Ａ4判以内
　　　③配 布 方 法：新聞折込・候補者の選挙事務所内・候補者の個人演説会の会場内・候補者の街頭演説の場所
　　　＊選挙管理委員会への届出が必要

3・町村議会議員選挙における供託金制度（金額15万円）
　　　①供託物没収点：（有効投票総数÷議員定数）の10分の1未満
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請負契約・購入契約

町道　廃止路線 町道　認定路線
水ノ田尾布勢線 高速道路建設に伴う廃止 矢部インター線 新道建設に係る認定

椛木１号線 〃 上鶴２号線 改良工事に伴う認定

犬飼牧野線 道路機能喪失に伴う廃止 水ノ田尾布勢線 高速道路建設に伴う認定

島原線 〃 水ノ田尾立山線 〃

下番仮屋線 起終点の変更に伴う廃止 寺川大野線 新規認定

方ヶ野神ノ前線 〃 犬飼２号線 廃止認定

花立谷迫尻線 〃

方ヶ野神ノ前線 〃

町道の廃止と認定・工事請負契約・防災備品購入契約

【町道廃止路線と認定路線の審査については、経済建設常任委員会に付託され現地調査の結果認定した】

【工事請負契約の締結】

【防災備品の物品売買の契約】

工事請負契約
工　事　名 金　　額 内　　　　　容

菊池人吉線　
林道災害復旧工事

（目丸地内）
47,750,670円 7月豪雨による災害復旧工事

掘削工・土砂運搬など

山都町総合体育館（仮称）
敷地造成工事 20,778,302円

（変更契約）

体育館建設用地の造成をしているが、盛り土に使用
する掘削土（現場発生土）の含水率が高く、そのまま
では盛り土材として使用できず土質改良（生石灰処
理）が必要となった。また、伐採した木の根の処理に
も増額の必要が出た。
今回の変更により、今後も工事費の増額が見込まれ
るが、来年度の予算については国の補正予算等を調
整しながら財源確保に努めていく。

避
難
所
装
備
品

避難所用パーテーション
1.ベンリー間仕切りⅡ　　  100組
2.ワンタッチファミリーパーテーション
　　　　　　　　　　　  150組

　　　　　　　  合計　550万円
契約先：日本乾溜工業（熊本支店）

備
蓄
倉
庫

防災備蓄倉庫
シルバーストッカー　　　　    7台

　　　　　　  合計　1,364万円
契約先：三輝物産（熊本市中央区）

【設置箇所】
木原谷、東緑川、西緑川、
菅、津留、目丸、下矢部西部

災害時に必要に応じて使用する。
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。
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※詳しい日程等については、議会事務局までお問い
合わせください。（☎72-1289）
※感染拡大防止のため、傍聴席数が変更になる可能
性もあります。予めご了承ください。

次の定例会は、

3月の予定です。 編

後
集

記

　

令
和
２
年
第
４
回
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。

　

例
年
に
な
い
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さ
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な
り
ま
し
た
が
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い
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と
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し
上
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す
。新

成
人
の
皆
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の
希
望
あ
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い
い
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す
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世
界
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を
恐
怖
の
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巻
き
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い
る
新
型
コ
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ナ
ウ
イ
ル
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感
染
症
の
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が
見
え
な
い
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た
ち
は
こ
の
試
練
を
ど
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乗
り
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て
い
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で
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う
か
、

試
さ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
梠　

誠

本誌で掲載していない12月定例会
の議案と議決結果は、山都町HPに
掲載してあります。
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【議会と執行部のデジタル化の意義】
　①  互いの情報共有が即時にできる
　②  紙資料の印刷・製本代の削減
　③  役場と議会の作業を効率化
　④  非常（災害）時の業務継続が可能
　　  役場に参集せずに会議が可能
　⑤  コロナの感染拡大防止の観点から
　　  オンライン会議の導入が可能→密の回避

【導入の経緯】
　山都町議会では、資源や業務の効率化を目指したペーパーレス化を実現するため、また、
世の中のICT化に対応するため、タブレットの導入を検討していましたが、初期的な経費及び
継続的な経費の予算組みが難しいために前進ができない状況にありました。今回の新型コロ
ナウイルス感染症の拡大によって、職場や学校などにおいて遠隔で作業を進める仕組みづく
りが加速する中、議会においても、タブレット導入の有効性が再認識されました。今議会に予
算を要望し、新型コロナウイルス感染症対策事業の一貫として実現可能となった次第です。
　今後は、各議員が自覚をもって機器を使いこなすスキルを磨き、町民の皆様の負託に応え
るべく、尚一層の努力を重ねて参ります。町民に開かれた議会を目指して研鑚致します。

【導入に係る経費】
　議会のペーパーレスや、議員と執行部の情報共有を円滑にするため、議員と執行部、及び
議会事務局に対し同型のタブレットを導入します。機種やソフトの選定については特別委員
会を設け早急に作業を進め今年度内の設置・活用を目指します。

【
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
】

小こ
や
さ
こ

屋
迫  

厚あ
つ
ふ
み文
氏　
（
二
瀬
本
）

　
人
権
擁
護
員
に
推
薦
す
る
こ
と
に
全
員
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

『山都町議会は仕事のIT化を進め、
災害下でも機能する議会を目指します。』

タブレット38台  ソフトウエア・回線使用料（初年度分）　計  898万5千円

皆さんに、正しく、
わかりやすい情報を
お届けします！


